
天王町�
飯田川町�

昭和町�

天王町・昭和町・飯田川町�

平成15年４月16日�
合併協議会事務局を天王町�
保健センター内に設置�

平成16年12月20日�
潟上市市章が選考される�

平成17年２月15日�
最終の合併協議会�

平成16年８月24日�
合併協定調印式が行われる�

平成15年11月24日�
新市まちづくり講演会を開催�

平成15年11月26日�
新市建設計画�
検討委員会を開催�

平成16年３月26日�
新市名称を潟上市と確認�
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天
王
町
、
昭
和
町
、
飯
田
川
町
が
一
体
と
な
る
新
市

「
潟
上
市
」
の
誕
生
が
目
前
と
な
り
ま
し
た
。
法
定
協

議
会
の
設
置
か
ら
約
一
年
半
に
わ
た
っ
た
合
併
協
議
に

お
い
て
は
、
莫
大
な
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ
、

協
議
会
委
員
や
議
会
の
皆
様
、
町
民
各
位
か
ら
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

将
来
に
わ
た
る
地
域
発
展
の
た
め
、
三
町
合
併
を
選

択
し
た
町
民
の
皆
様
の
意
思
を
尊
重
し
て
進
め
て
き
た

合
併
協
議
で
し
た
が
、
三
町
長
は
じ
め
協
議
会
委
員
皆

様
の
「
三
町
の
合
併
成
就
」
と
い
う
共
通
の
目
標
は
、

終
始
一
貫
、
揺
ら
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
対

等
合
併
の
基
本
姿
勢
を
堅
持
し
、
ま
さ
に
三
本
の
矢
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
強
い
連
帯
感
を
貫
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
が
三
町
の
合
併
成
就
の
要
因
で
あ
る
と
存

じ
ま
す
。

新
市
名
称
に
冠
し
た
「
潟
上
市
」
は
、
か
つ
て
三
町

を
含
む
一
帯
が
「
方
上
郷
」
と
な
り
、
ひ
と
つ
の
ま
と

ま
り
を
見
せ
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
「
潟
上
市
」
の
名
に
た
が
わ
ぬ
よ
う
、

新
市
「
潟
上
市
」
は
、
人
と
地
域
、
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
、
住
み
や
す
い
環
境
の
中
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
生
き
が
い
を
も
ち
、
新
市
将
来
像
に
あ
る
「
活
き
生

き
三
六
〇
〇
〇
の
夢
づ
く
り
」
に
心
を
ひ
と
つ
に
し
て

い
く
こ
と
が
た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

合
併
協
議
会
会
長
と
し
て
、
そ
の
職
責
を
全
う
で
き

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
関
係
各
位
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
五
年
七
月
か
ら
約
一
年
半
の
歳
月
を
か
け
て

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
三
町
に
よ
る
法
定
の
合
併
協
議

が
、
委
員
の
皆
様
並
び
に
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
無
事
終
了
し
、
新
し
く
「
潟
上
市
」
が
誕
生
い
た
し

ま
す
。

時
代
は
二
十
世
紀
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
と
移
り
、
社

会
の
仕
組
み
な
ど
に
大
き
な
「
変
化
」
が
生
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
合
併
も
そ
の
流
れ
の
一
つ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

今
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
先
人
が
遺
し
て

く
れ
た
数
々
の
文
化
や
伝
統
な
ど
を
、
新
し
い
市
の
住

会
長

天
王
町
長

石
　
川
　
光
　
男

副
会
長

昭
和
町
長

千
　
田
　
鐵
太
郎

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
を
振
り
返
っ
て

心
ひ
と
つ
に
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
皆
様
の
幸
せ
を
願
う

平成15年４月16日、合併協議会事務局を設置

平成15年６月30日、法定協議会設置
協議書の署名後、３町長が固い握手
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民
と
し
て
感
謝
し
つ
つ
受
け
入
れ
、
ま
た
、
次
の
世
代

へ
期
待
を
持
っ
て
つ
な
げ
て
い
く
立
場
に
あ
り
ま
す
。

文
化
や
伝
統
も
時
代
と
と
も
に
そ
れ
に
沿
う
よ
う
少

し
ず
つ
「
変
化
」
を
遂
げ
つ
つ
も
今
日
ま
で
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。
大
切
な
も
の
、
本
質
に
関
わ
る
も
の

は
時
代
が
変
わ
っ
て
も
残
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
新
市
「
潟
上
市
」
が
発
展
を
遂
げ
な
が
ら
も
、
文

化
や
伝
統
を
大
切
に
し
た
芯
の
強
い
市
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
も
幸
多
い
出
発
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
湖
南
三
町
の
合
併
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま

い
り
ま
し
た
「
天
王
町
・
昭
和
町
・
飯
田
川
町
合
併
協

議
会
」
が
二
月
十
五
日
開
催
の
第
十
九
回
合
併
協
議
会

を
も
っ
て
、
最
終
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
合
併
協
議
を
思
う
と
き
、
私
の
胸
中
に
は
、
こ

よ
な
く
愛
し
た
「
飯
田
川
町
」
を
惜
し
む
気
持
ち
と

「
潟
上
市
」
へ
の
期
待
が
交
錯
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
思
い
に
浸
る
時
間
を
与
え
な
い
ほ
ど
私
た
ち

を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

国
・
県
の
財
政
事
情
、
三
位
一
体
改
革
、
少
子
高
齢

化
社
会
な
ど
に
よ
り
施
策
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
で
、「
合
併
」
は
避
け
て
通
れ
な
い
道
で
あ
っ
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
合
併
に
よ
り
、
激
動

と
い
わ
れ
る
二
十
一
世
紀
を
大
き
く
展
望
し
、
住
民
の

皆
様
が
希
望
の
も
て
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

本
協
議
会
で
は
、
合
併
に
関
連
す
る
協
議
項
目
に
つ

い
て
紆
余
曲
折
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
互
い
に
各
町
の

立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
慎
重
に
協
議
し
て
今
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
た
る
三
月
二
十
二
日
に
は
「
潟
上
市
」
が
発
足
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
歴
史
的
合
併
の
実
現
に
い
た
り

ま
す
ま
で
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
温
か
い
ご
理
解
を
賜

り
ま
し
た
住
民
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長

飯
田
川
町
長

小
　
玉
　
久
　
男

合
併
協
議
会
に
思
い
を
寄
せ
て

新市誕生をPRする３庁舎の懸垂幕

平成16年８月24日の合併協定調印式

▲天王町役場庁舎

▲昭和町役場庁舎

▲飯田川町役場庁舎
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平
成
十
七
年
二
月
十
五
日
（
火
）
昭
和
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
十
九
回
合
併
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
等
二
十
二
名
が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
石
川
会
長
は
『
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
三
町
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
三
万
六
千
人
が
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
日
が
迫
っ
て

い
る
こ
と
に
感
無
量
の
も
の
が
あ
る
。
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
と

ご
支
援
に
感
謝
し
て
い
る
。』
と
あ
い
さ
つ
。�

　
続
い
て
、
地
方
税
の
取
扱
い
の
具
体
的
調
整
方
法
の
一
部
修
正
な
ど
七
項
目
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。�

�

報
告
事
項�

�

　
地
方
税
の
取
扱
い
の
具
体
的
調
整
方
法
の�

　
一
部
修
正
に
つ
い
て�
�

　
個
人
市
民
税
の
普
通
徴
収
納
期
の
第
四
期
は
十
二

月
二
十
五
日
と
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
納
税
者

が
納
め
や
す
い
よ
う
に
月
末
の
十
二
月
三
十
一
日
に

修
正
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
商
工
、
観
光
関
係
事
業
の
取
扱
い
の�

　
具
体
的
調
整
に
つ
い
て�

�
�　

商
工
、
観
光
関
係
事
業
の
取
扱
い
の
中
で
「
工
場

誘
致
に
係
る
優
遇
措
置
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い

て
調
整
す
る
」
と
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
報
告
さ

れ
た
具
体
的
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

●
工
場
誘
致
に
係
る
優
遇
措
置
と
し
て
、
常
時
雇
用

　
者
の
う
ち
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
一
人
に
つ

　
き
年
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
雇
用
奨
励
金
と

　
し
て
交
付
す
る
。
奨
励
金
の
交
付
は
、
当
該
工
場

　
の
操
業
の
月
か
ら
三
年
間
と
し
、
そ
の
総
額
は
三�

　
年
間
で
一
工
場
五
百
万
円
を
限
度
と
す
る
。�

　�　
建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い
の
具
体
的�

　
調
整
方
法
の
一
部
修
正
に
つ
い
て�

　�
�

　
建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い
の
中
で
「
道
路
占
用
料�

は
合
併
時
に
再
編
し
、
市
の
基
準
を
適
用
す
る
」
と

確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
の
基
準
を
適
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
占
用
物
件
の
単
価
が
約
　
倍
に
変
更
と

な
る
こ
と
か
ら
、
「
平
成
十
八
年
度
ま
で
前
年
度
の

額
の
　
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
激
変
緩
和
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
潟
上
市
市
章
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル�

　
に
つ
い
て�

�
�

　
前
回
協
議
会
で
決
定
さ
れ
た
市
章
デ
ザ
イ
ン
を
補

作
・
修
正
し
、
最
終
的
な
市
章
が
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
（
詳
細
は
八
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）
　�

�

　
合
併
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て�

�

　
三
月
二
十
二
日
の
潟
上
市
誕
生
が
正
式
に
決
定
し

た
こ
と
に
よ
り
、
合
併
協
議
会
は
そ
の
役
割
を
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
三
町
議
会
の
議
決
を
経
て
、
合
併

の
前
日
で
あ
る
平
成
十
七
年
三
月
二
十
一
日
を
も
っ

て
廃
止
し
、
協
議
会
の
財
産
及
び
事
務
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
潟
上
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。�

1.3

1.1
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合
併
協
議
会
出
納
監
査
及
び
決
算
見
込�

　
に
つ
い
て�

　�
�

　
合
併
協
議
会
が
三
月
二
十
一
日
で
廃
止
に
な
る�

こ
と
か
ら
、
平
成
十
六
年
度
協
議
会
予
算
の
一
月�

三
十
一
日
現
在
の
出
納
監
査
と
決
算
見
込
が
報
告�

さ
れ
ま
し
た
。
出
納
監
査
に
つ
い
て
は
監
査
委
員�

を
代
表
し
て
米
谷
天
王
町
代
表
監
査
委
員
か
ら
監�

査
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。�

　
潟
上
市
長
職
務
執
行
者
の
選
任
に
つ
い
て�

　�　
新
市
長
が
選
挙
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
市
長
の
代
わ

り
と
な
っ
て
職
務
を
行
う
潟
上
市
長
職
務
執
行
者
に

小
玉
飯
田
川
町
長
が
選
任
さ
れ
、
協
議
書
（
左
記
）

と
あ
わ
せ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。�

●
初
議
会
の
招
集�

●
十
六
年
度
暫
定
予
算
の
専
決
処
分�

●
十
七
年
度
暫
定
予
算
の
議
会
上
程�

●
条
例
の
専
決
処
分
、
規
則
等
の
制
定�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他�

　
最
終
と
な
っ
た
第
十
九
回
協
議
会
の�

議
題
終
了
後
、
副
会
長
で
あ
る
千
田
昭�

和
町
長
が
「
こ
の
た
び
体
調
を
崩
し
、�

皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た�

こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
す
る
。
合
併
協�

議
に
お
い
て
議
論
、
確
認
事
項
を
基
本�

に
新
た
な
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り�

に
向
け
て
夢
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い�

く
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
に
ご
祈
念
申
し�

上
げ
た
い
」
、
同
じ
く
副
会
長
の
小
玉�

飯
田
川
町
長
が
「
市
長
職
務
執
行
者
に�

選
任
さ
れ
、
非
常
に
責
任
の
重
さ
を
感�

じ
て
い
る
。
新
市
長
が
選
出
さ
れ
る
ま�

で
の
間
、
責
任
を
も
っ
て
潟
上
市
の
発�

展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ�

つ
し
、
十
九
回
に
わ
た
る
合
併
協
議
会�

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。�

�・歳入合計          19,644,394円�
�・歳出合計          17,382,788円�
�・差引残額            2,261,606円�
　歳入は、３町からの負担金と県補助金�

が主なものです。歳出は、協議会委員等�

の報酬、消耗品費等の一般事務費、例規�

策定支援業務等の委託料が主なものです。�

残額は、潟上市へ引き継がれることにな�

ります。�

写
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平成17年3月22日の潟上市の設置に伴い、従前の天王町、昭和町及び飯田川
町の区域の住所表示は、次のとおりとなります。
なお、小字や地番、郵便番号の変更はありません。

潟上市の住所表示

→

→

→

●飯田川町
例：秋田県南秋田郡飯田川町下虻川字八ツ口70 →　秋田県潟上市飯田川下虻川字八ツ口70

現　　在 平成１７年３月２２日から

秋田県南秋田郡飯田川町下虻川 秋田県潟上市飯田川下虻川

秋田県南秋田郡飯田川町和田妹川 秋田県潟上市飯田川和田妹川

秋田県南秋田郡飯田川町金山 秋田県潟上市飯田川金山

秋田県南秋田郡飯田川町飯塚 秋田県潟上市飯田川飯塚

●昭和町
例：秋田県南秋田郡昭和町大久保字堤の上1-3 →　秋田県潟上市昭和大久保字堤の上1-3

現　　在 平成１７年３月２２日から

秋田県南秋田郡昭和町大久保 秋田県潟上市昭和大久保

秋田県南秋田郡昭和町乱橋 秋田県潟上市昭和乱橋

秋田県南秋田郡昭和町八丁目 秋田県潟上市昭和八丁目

秋田県南秋田郡昭和町豊川上虻川 秋田県潟上市昭和豊川上虻川

秋田県南秋田郡昭和町豊川岡井戸 秋田県潟上市昭和豊川岡井戸

秋田県南秋田郡昭和町豊川船橋 秋田県潟上市昭和豊川船橋

秋田県南秋田郡昭和町豊川槻木 秋田県潟上市昭和豊川槻木

秋田県南秋田郡昭和町豊川龍毛　※ 秋田県潟上市昭和豊川竜毛　※

秋田県南秋田郡昭和町豊川山田 秋田県潟上市昭和豊川山田

●天王町
例：秋田県南秋田郡天王町天王字上江川47-100 →　秋田県潟上市天王字上江川47-100

現　　在 平成１７年３月２２日から

秋田県南秋田郡天王町天王 秋田県潟上市天王

秋田県南秋田郡天王町大崎 秋田県潟上市天王大崎

※「龍毛」は「竜毛」となります。

平成17年３月22日から
住所表示が変わります。
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潟上市役所天王庁舎
潟上市天王字上江川47-100

潟上市役所昭和庁舎
潟上市昭和大久保字堤の上1-3

潟上市役所飯田川庁舎
潟上市飯田川下虻川字八ツ口70

潟上市役所追分出張所
潟上市天王字長沼132-21

二田保育園
潟上市天王字上江川47

湖岸保育園
潟上市天王字羽立片山254-1

追分保育園
潟上市天王字追分西121

追分乳児保育園
潟上市天王字長沼132-9

昭和中央保育園
潟上市昭和大久保字高田50

昭和東保育園
潟上市昭和豊川船橋字鈴木9

昭和西保育園
潟上市昭和大久保字後谷地47-1

若竹幼児教育センター
潟上市飯田川下虻川字八ツ口80

天王幼稚園
潟上市天王字宮の後20

出戸幼稚園
潟上市天王字北野232-9

東湖幼稚園（私立）
潟上市天王字御休下227

追分幼稚園（私立）
潟上市天王字長沼5

天王小学校
潟上市天王字児玉82

出戸小学校
潟上市天王字北野231-2

東湖小学校
潟上市天王字宮の後303

追分小学校
潟上市天王追分西26-7

大久保小学校
潟上市昭和大久保字高田22

豊川小学校
潟上市昭和豊川船橋字鈴木2

飯田川小学校
潟上市飯田川和田妹川字岩崎12-12

天王中学校
潟上市天王字宮の後3

天王南中学校
潟上市天王字上北野4-38

羽城中学校
潟上市昭和大久保字元木田145

878-2211

855-5110

877-7800

873-5672

878-3100

878-2230

873-5159

873-2023

877-2629

877-2531

877-3108

877-4050

878-2200

878-4420

878-3120

873-2611

878-2201

878-2205

878-2244

873-3461

877-2068

877-2056

877-2033

878-2222

873-4300

877-3211

878-6570
870-6580

855-5180

878-7341

877-6701

877-7078

877-2627

878-6538
878-7103

877-5017

878-4111

855-5130

877-6744

878-6688

877-7305

878-3232

877-6904

877-4959

877-6677

878-3434

872-1119

877-2266

878-2235

878-4109

877-2047

877-2603

天王保健センター
潟上市在宅介護支援センター
潟上市天王字上江川47-610

飯田川保健福祉センター
潟上市飯田川和田妹川字千刈8-2

老人介護支援センターてんのう
潟上市天王字鶴沼台43-231

昭和在宅介護支援センター
潟上市昭和大久保字町後244

飯田川在宅介護支援センター
潟上市飯田川下虻川字上谷地168-1

社会福祉協議会（飯田川センター）
潟上市飯田川和田妹川字千刈8-2

天王福祉センター
社会福祉協議会天王センター
潟上市天王字上江川47-441

社会福祉協議会昭和センター
潟上市昭和大久保字堤の上1-3

天王公民館
潟上市天王字上江川47

昭和公民館
潟上市昭和大久保字堤の上1-3

飯田川公民館
潟上市飯田川下虻川字八ツ口66

潟上市図書館
潟上市天王字御休下1-1

昭和学習館
潟上市昭和大久保字堤の上1-3

天王総合体育館
潟上市天王字持長根93-1

昭和体育館
潟上市昭和大久保字元木田180

飯田川体育館
潟上市飯田川下虻川字八ツ口82

クリーンセンター（ごみ処理施設）
潟上市昭和大久保字大藤崎1

男鹿地区消防署天王分署
潟上市天王字蒲沼99-5

男鹿地区消防署天王南分署
潟上市天王字北野1-18

湖東地区消防署昭和分署
潟上市昭和大久保字イカリ沖69-3

五城目警察署天王交番
潟上市天王字蒲沼137-77

五城目警察署上出戸交番
潟上市天王字北野164-19

五城目警察署昭和交番
潟上市昭和大久保字堤の上104

五城目警察署飯田川警察官駐在所
潟上市飯田川和田妹川字松ノ木18-8

施設名称・住所 電話番号 施設名称・住所 電話番号

市
　
役
　
所

警
　
　
　
　
　
察

保
　
健
　
・
　
福
　
祉

消
　
防

公
民
館

体
育
館

環
境

図
書
館

保
　
育
　
園
　
・
　
幼
　
稚
　
園
　

小
　
　
学
　
　
校

主な施設の名称・住所・電話番号

中
　
学
　
校

※４月１日から旧天王町区域が五城目警察署の管轄区域

に変更となり、豊川駐在所が昭和交番に統合されます。

警察は変更後の名称で記載しています。
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〒010－0201 南秋田郡天王町天王字上江川４７－６１０　天王町保健センター２階
天王町・昭和町・飯田川町合併協議会事務局

電　話　０１８－８７０－６５６６　ＦＡＸ　０１８－８７８－７２１５
http://www.tsi-gappei.jp/ E-mail：soumu@tsi-gappei.jp

●事務局●

■印刷／株式会社　塚田美術印刷

編集後記
これまで、合併協議会の協議内容などを定期的にお
知らせしてまいりました「合併協議会だより」は、今
月で最終号となります。合併協議の状況を、皆様にわ
かりやすく伝えることを心がけてきましたが、今、振
り返ってみると伝えきれなかった点もあったのではな
いかと反省しています。
３週間後の22日には潟上市としての第一歩を踏み出
します。潟上市の職員としてこの２年間の貴重な経験
を生かし、「活き生き３６０００の夢づくり」に向かっ
てがんばっていきたいと思います。
長い間ご愛読たいへんありがとうございました。

潟上市市章デザインマニュアル

ガイドブックには市が行う業務・行政サービスに
ついて、担当する部署や手続き方法などが掲載され
ています。
各種手続きのための窓口や施設を利用するときな

どの連絡先・お出かけ先の確認にご活用ください。

潟上市
ガイドブックを

全戸配布

市章デザインマニュアルは、市章を使用するときの色や形、大きさの比率などのルールを定

めたもので、市の旗や封筒などのサンプル画も掲載されています。デザインマニュアルは、合

併協議会ホームページでもご覧になれます。

潟上市の「潟」の書き順は？
管内の小学生から『潟上
市の「潟」の書き順を教え
て』という問い合わせがあ
りました。今号のミニメモ
では合併後、新市名となる
潟上市の「潟」の書き順を
お知らせします。

精選国語辞典（明治書院出版）より

ミニメモ


